A Grammar of Medieval Picture Scrolls : On the "Scroll of The Late Three Years War" by 楊 暁捷
絵巻の文法序説 : 『後三年合戦絵詞』を手掛かり
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げられ、鑑賞のために左へと披かれてゆく巻物である。それ 紙あるいは絹を用いて、一紙ずつ貼り繋いで仕立てられ 操作や保存の物理的な制限を巻を変えることによって乗 越えれば、絵巻はおよそ無限の広がりを持つ。一巻の絵巻には、文字と絵が共存る。両者は一般的に詞書 同じ内容を持つ絵、さら 新しい内容の詞書、それに対応す 絵という順番に展開する。詞書に用 られる文字は仮名が主体で、高度な漢文知識などを持たなく も、あるいはそれを応用しなくても容易く読める。
　
絵巻の典型的な構成を「後三年」によって具体的に見てみよう。
この絵巻は、三巻に分かれ、それぞれ五段の詞書と絵を持つ。絵巻のサイズは、縦約四十六センチ 料紙一紙の横約七十二センチで、一紙 横縦比率は約一・五倍強である。三巻の詞書と絵はあわせて七十七 、うち詞書 二十九紙、絵は四十八 、ここも絵と詞書との比率はちょうど一・五倍強である。ただ全 五段においてすべて詞書 部が絵より短いわけで なく、両者がほぼ同じ、ある はより ほうが長い段
（中巻第四段）
もある。なお、詞書は、三












にしたがって主人公は繰 返し登場し、数々の局面において主導権を握り、決定的な役割を果たす。　「後三年」の主人公は、将軍源義家である。詞書は、この主人公のことを「義家」と呼び、あるい だ「将軍」と呼ぶ。全十五段のうち、主人公 が詞書と絵の両方に登場するのは九段十一回、詞書には記されないで絵に登場す は二回
（中巻第二、五段）
、あ
わせて十一段に十三回その姿を見せている。 のいずれの場合 おいても、彼の立ち居振る舞 、服装、周りにい 人間との位置関係などから、それが義家だと簡単に判断 つく。　
言語の文法に倣って言えば、義家についての描き方は、さしずめ
「第三人称」と捉えることが可能だろう。絵巻においては、この第三人称という描き方が一番多い。これに対して たとえば同じく絵巻の代表作である『蒙古襲来絵 』は、きわめて私的な視点を前面
に押し出しており、第一人称の作品と言えよう。繰り返し登場する物語の主人公の存在を絵巻の「主語」とすれば、一方では、そのような主 不在、あるいは人称不明の作品も指摘できる 代表的なのは、社寺縁起の作品群だろう。並行する複数の霊験談によって神仏の利益を語ることは、それらの作品に共通する構造である。言語の文法に倣えば、省略された主語と捉えることができるだろう。姿を見せなくても、あらゆる ころに存在する神、仏こそ超然的な視点にある叙述の主語なのであ 。　
ちなみに「後三年」の序文では、この絵巻の制作理由について、




ば、述語はその人間の取 行動を記述し、あるいはそ 人 様子を描写する。　
絵巻における主人公は、 登場 おいて、つねに行動を伴う。
それは主人公その人ひとり 動きであり、ある はその人が関わった事件、その の目に止まった出来事、はたまた周りの人々を巻き
16
込んだ展開である。　「後三年」に登場する義家の姿はまさにその通りである。地方豪族の清原家衡、武衡との間に繰り広げられた一連の合戦の中で、義家はつねに彼自身の存在を鮮明 訴えている。絵巻を披いてゆくに従い、義家は陣中にやってきた弟義光と対面し、家族や年老 た家来と別れて出陣し、奇襲へ 対応 指揮し、武士の死闘を眺望し、身を庇う仮屋を焼き払って捨て身の城攻めを命令し、宿敵を尋問し、殊勲を立てた無名の武士を賞揚する。彼は、ある時は行動の渦中に身を置き、ある時は遠くから物事の展開を見守り、情勢に変化を与え、物語全体の流れを推し進める。たとえ場面にその姿が登場しなくても そこに義家はしっかりと影を落としている。　言葉の叙述は、単純な行動に止まらない。それと同じく、絵巻の





























いる。この姿勢はつぎの瞬間まで続くはずはない。したがって読者 この瞬間を起点とし 、その前後の様子を想像 補う。後ろ向きの体は、すでに鞍の上で半転したことにほかならず、力を失った左足は、すでに一度鞍の上を越えていなければならない。つぎの瞬間には、体全体が馬から離れ、地面に叩きつけら







































応用した手法と言えよう。物語 伝 ために、この構図法は効果的で、読者に伝わりやすい。ただ 、 「異時同図」はあくまでも絵画表現の一つであり、それは特徴的ではあっても、実際 使用例はむしろ数少ないことを指摘しておきたい。
複眼の視点


























に伝えきれない。言い換えれば 言葉と画像とい 記録媒体 互いに置き換えられない要素を本質的に持つ。これに加えて、絵巻に描かれた空間は時に物語から溢れ、詞書が伝えるもの以上 、饒舌なほどに物語の世界を膨らませて る。　「後三年」にみるその一番明らかな例は、上巻第三段だろう。こ
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い。その場合、絵師はそ 姿が特定 、排他的な時 に対応しなように注意深く仕掛けを仕込む。これを絵巻の表現原理の一つとて、仮に「同図多義」と呼ぶ。観者は仕掛けられた視線の軌道に沿っ 一つの内容を眺めて次へと視 を移動させ、再び前 内容戻ってくる。そ 度ごとに、同じ が違う意味合い 見せるのである。　「後三年」下巻第四段を例に具体的に説明してみよう。次任とい














だ、一部の絵は、現在進行 物語を表すと同時 、物語 内容とは関係のない別個の情報を伝達することがある。　
その具体例を、 「後三年」中巻第五段に見てみよう。終わりの見


































は、具体的な物語を表すと同時に 画面を分割した 画像配置のスペースを調整したりする絵画的な役割を持つ。　「後三年」全十五段の絵は、単独の場面のみを描いたものはなく、すべて複数の場面より構成されている。ただそ ほとんどの場
合、複数場面が連続的に描かれている。中には、たとえば下巻第四段では 家衡射殺と家衡の首献上の場面の間に、次任主従が道中を急ぐ場面を織り交ぜて、場面を巧みに転換す 工夫も見られる。　
それに対して、雲や樹木を画面分割に用いた例もある。ただその
























































れも右手をまっすぐ水平に伸ばし、これ以上はないような精一杯の姿勢である。指 差 先には、武士の落馬、女性の惨死 あるいは壊された仮屋がある。　
こうした構図は、観る人の視線を操る役目を果たすが、もし指差










ずれ 場合も物語の本筋は中心人物の会話を対象としているが、絵においてはそれを囲む人々が、まるでそれ 上回るかのような勢いで会話を交わしている。しかもそれが間違 なく大きな声で行われていること 強調するかのように、 ば 数 はそのよう 会話注目し、聞き耳 立 ている。　
静止しているはずの画面から声が聞こえる。観る人はそれを黙ら














らを食べる人、その場を切り盛りする人、それに外部から遮断された宴会の空間といった要素 含む。規模のより大きい宴会な 、食事の場の外にさらに台所の様子まで描きこまれる。　「後三年」では宴会の場面が二回描かれ、ともに上巻第二段にある。激戦の修羅場を挟んで、義家と武衡の陣中でそれぞれ宴会が繰り広げられる。さらに上巻第一段では、家 が武衡の来訪をもてなすが、酒や食べ物などが縁側 伝って運ばれてきたところまで描かれているにもかかわらず、酒宴の様子は描かれず 幻 饗宴に終わっている。ちなみにこの三つのケースとも それぞれ 段の詞書はいずれも宴会のことにはまったく触れていない。　饗宴は絵巻に頻繁に登場するモチーフである。一方では、 「後三











































している。料理人の一人は っかりと酒宴の席を見据え の視線は二つの空間を一つに繋げている。料理人たちは ぞ 分厚いまな板を手元に据え、両手 は見事な包丁や箸を握り 熟練 手捌きで調理に腕を振るっている。出来上がった料理はつぎつぎと盛り付






















































表現原理を述べ、言語の文法を説く用語を最小限に借用し、絵巻の表現に即した記 を試みた。絵巻の表現を理解するための全体的な枠組みを提示 ながら、これまでさまざまな立場から論じられてきた諸説をトータルに捉えなおし、新たな位置づけ 与え、これを通じてさらなる考察が可能になる環境作りに努めた。　
個々の説明には、 「後三年」という一篇の作品に限定してきた。
喩えて言えば、言語の文法を一冊の小説のみに実例を求めたようなものである。その め、論じる対象には自ずと厳 い限界があった。ただし、絵巻の文法の全体像 俯瞰的 論じる とがいまだ行われていない中にあって、こ ような試みも一つの問題提起となるだろう。文法の枠組みは、再現や再検証を要求する。一篇 作品のみを実例にし こ アプローチは そ 作業にむしろより直結するものと考え 。　
言語における文法と同じく、絵巻の文法は、観る人の手によって







「説話画」 、 「説話集絵巻」 、 「物語絵画」と、より限定した用語で捉えることも提唱されている。梅津次郎「日本の説話画」 （ 『絵巻物叢考』中央公論美術出版、一九六八年） 、小峯和明「説話と絵画」 （ 『国文学
　
解釈と鑑















年） 、福井利吉郎『絵巻物概説』 （ 「岩波講座日本文学 第十二、岩波書店、一九三三年） 、奥平英雄『 物再見』 （角川書店、一九八七年） 。
（６）
　































14） 『春日権現験記絵』 （十三巻第五段） 、 『石山寺縁起』 （七巻第四段） 。
（
15） 『六代』 （慶応義塾大学蔵）上 一図。
（
16）楊暁捷「後三年の合戦を絵に聞く――メディア的アプローチの試み――」 （ 『文学』第十巻第五号、岩波書店、二〇〇九年九月） 。
　（文中の図版は、筆者が電子処理を加えて制作したものである。 ）
